















Study on Measures to improve Data Accuracy by Students in Light Pollution Survey 
1. Conditions to minimize Light Pollution Measurement Errors of Students
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を検討した。対象となるのは 5月 1日から 11 月 31 日


























































測定は平成 21 年 4 月 2 日から 9日にかけて実施した。




　4 月 2 日は、月齢 6.5 で 12 時過ぎに上弦の月が西
の空に沈む。位置としては冬の星座のふたご座の位置
である。月から天球上で近い位置にあるしし座は既に
見えにくくなっていた。4 月 3 日 ( 月齢 7.5) ならび















　月齢 6.5 から 13.5 までの天体の見えにくさを考慮
すると、光害測定のばらつきを最小限に抑えるために
は月のない夜空に行う必要があるといえる。
　上記の結果をふまえて 5月 1日から 11 月 31 日まで
の 7 ヵ月間 (219 日 ) のうち、月齢の影響を全く受け





図５．月齢と視野内の天体数（平成 21 年 4 月 2 日～ 9日）
表１．月齢と光害測定実施日
－ 61 －











　選択理科は、例年 15 ～ 25 人程度が前期、後期の 2
回、年間で 50 人前後が受講する形となっている。平









































と、レグルス (1.4 等 )、デネボラ (2.1 等 )、 アルギ
エバ(2.3等 )、ゾズマ (2.6等 )、シェルダン(3.3等 )、


































文台における実測値 ( 国立天文台，2009) や天文年鑑
編集委員会 (2009) などに数値が紹介されている。こ
こでは後者の数値 (表 4) を示す。
　天頂方向から来る光を基準にすると、同じ天体が、


































を例にして考えてみたい。表 4 の数値から 40 ゜まで
許容するという前提で議論する。
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